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Hい
 

に
、
真
い
（
都
九
没
会
襲
一
露
ホ

1
ル
 
か
累
彫
さ
れ
た
。
 
功
労
が
認
め
ら
ホ
、
旨
か
一
疑
彰
 
幸
い
当
町
に
え
、
こ
い
数
育
施
殴
が
 
」
 

一H「
か
引
引
劉
川
馴

m
H
馴
割
劃
割

W劃
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W剃mい
、
努
力

l
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の
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、
真
暴
都
九
没
会
襲
一
一
 

 
1
ル
 
劣
彫
さ
れ
た

o
 
 
勢
が
認
め
ら
ホ
、
こ
の
か
し
一
 

憂
司
オ
ー
‘
 

 
h

ム
ー
え
ら
か
一
 

土
H
繊
難
一
っ
離
総
 

「
難
 

発行

I
折 

金 

印刷

所 

東奥

日翠
I主
t
印
刷j
祈 

で
、
 
鼻
朴
瀞
薄
ざ
 
ミ
 
花
田
町
長
は
金
木
高
等
学
醤
翼
 
護
茎
も
の
で
あ
る
。
 
あ
り
、
闘
係
各
位
の
熟
響
勧
協
力
一
一
 

長
 
町
 

に
よ
り
、
定
時
製
育
の
議
に
努
一
 

観
鷺
」
難
鵬
鵬
一
 

製舞

議
喜 

文
部
大
臣
賞
に
感
激
 

に 
田
 
花
 

の
一
 
期
綱
、
学
校
給
食
の
亮
全
爽
一
一
 

施
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
問
 
「
 

購
定
時
制
教
育
振
興
の
功
労
で
 

4 
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麟
書
警
「
周
年
記
釦
者
で
あ
る
ほ
か
、
裏
県
定
時
制
数
 
花
田
町
長
の
話
廿
畿
影
さ
れ
る
な
競
詳
」
舞
鶏
「
鍵
“
一
 

濠
湾

m 珠
い
猛
達
、
価
漂
濃
惨
漆
瑠
溝
濃
」
添
博
球
雄
廷
言
汁
こ
濃
会
に
今
後
も
尽
聖

y一
 ！

・
等
学
校
足
時
制
教
青
功
労
者
と
し
て
 
督
振
興
会
副
会
長
と
し
て
、
永
年
足
 
麓
後
、
働
く
貿
）
斥
に
も
高
尋
学
 
る
害
え
で
す
く
 
一
一
 

青
功
労
者
と
し
て
 
督
議
会
副
会
長
と
し
て
、
永
年
足
 
終
戦
後
、
働
く
胃
少
年
に
も
高
尋
学
 
暑
え
で
す
。
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慧
 

「
「
翻
醐
 

土
月

ー・
禽

町村
長
大
会
、
地
 
地
》
 

畜
治
法
打
十
周
年
記
套
典
、
県
 
磐
 

遜
田
衆
参
呪
議
員
と
の
緊
会
な
ど
 
議
 

が
墓
皐
部
打
わ
れ
た
が
、
こ
の
機
会
 
よ

め
 島

用
し
上
京
し
た
花
田
町
畏
及
び
 
線
土
 

町
議
会
議
か
、
金
愛
体
建
築
の
起

‘
△
小
中
 

債
な
を
閣
、
つ

いて
、
再
藤
情
し
 
明
一
一
 

て
き
た
ジ
で
の
結
果
、

い」
‘
れ
も
実
 
東
ケ
 

現
の
可
能
か
強
く
な
つ
て
さ
た
。
 
の
細
 

陳
纂
過
柵
嬰
次
の
通

り。
 
れ
《
 

ム
金
木
ー
簡
の
議
 
了
す
 

①
農
林
「

‘
休n喜
良
市

から
獅
ナ
ケ
 
ム
金
末
 

沢
興
「
ま
で
の
、
森
株
軌
道
の
 
正
式
 

あ
る
区
は
、
羅
林
省
関
係
で
あ
る
 
が
、
 

が
、
鷲
庫
地
事
称
篤

から
本
省
に
 

 
い

か
 

計
環
一
り
書
類
が
到
糖
次
第
、
同
 
ベ
プ
 

省
計
竺
・
ピ
審
査
の
上
、
建
殿
部
で
 
は

昨
 

予
纂
一
り
逮
び
と
な
つ
て
い
る
。
 
上
ま
 

こ
の
『
」
《
更
と

いうのは
途
中
の
 
△
金
木
 

木
橋
”
一
《
橋
（
コ
ン
ク
リ

1ト
）
 
朋
年
 

に
す
」
」
〕
で
、
予
算

は約
五
馴
方
】
 
だ

が
 

増
額
ゲ
）
予
定
。
 
一
 
な

け
 向

逢
磐
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1農
林
省
関
係
以
外
の
一
 

ー
‘ーー

 
 
ー

ー
 
ー

、
ー
 
ー
 の

臓
会
が
餓
決
し
て
、
そ
の
旨
か
面
事
 

に
醐
」
じ
、
そ
の
後
に
お
い
て
知
事
か
 

ら
中
里
町
選
挙
管
趣
委
員
会
に
柱
民
投
 

票
」
ゲ
テ
る
よ
う
勧
一
 
た
日
か
セ
」
十
 

日
以
内
に
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
明
年
 

一
月
中
に
は
武
田
支
所
で
投
票
が
行
わ
 

れ
る
線
が
強
い
ン
」
い
わ
れ
て
い
る
。
な
 

お
知
事
勧
告
は
士
育
中
房
薫
ぺ
 

豊
島
部
落
が
金
木
へ
網
入
す
る
に
は
、
 

同
部
落
の
有
楓
者
二
百
五
」
名
（
最
 

六
十
大
戸
）
が
あ
り
、
“
築
数
の
」
券
 

の
二
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
 

つ
て
い
る
。
 

換
し
〉
趣
て
る
べ
賃
与
一
い
う
部
落
遜
 

風
鵬
誠
の
両
険
に
わ
か
れ
て
い
た
も
の
 

喜
良
市
の
火
葬
場
完
成
 

十
ニ
月
末
か
ら
使
用
で
き
る
 

九
型
工
百
に
輸
工
へ
謂
ね
者
松
橋
繁
 

雄
）
の
喜
良
市
ル
葬
場
は
、
こ
の
ほ
ど
 

完
成
し
「
士
月
下
旬
か

b使
用
で
き
 

る
こ
と
に
な
つ
た
。
 

喜
良
雷
今
ま
で
の
火
葬
場
は
、
〈
軍
 

校
と
住
宅
地
の
中
間
約
五
山
来
の
地
点
 

に
あ
つ
で
、
環
塊
が
悪
か
つ
た
た
め
、
 

致
年
前
か
ら
、
学
校
及
び
住
民
が
移
転
 

方
を
要
望
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
 

新
築
の
火
雌
（
軸
は
一
一
五
・
「
一
坪
の
平
 

農
建
ト
タ
ン
葺
、
モ
ル
タ
ル
兼
欧
で
、
 

畑
」
夢
一
基
と
い
う
モ
ダ
ン
な
も
の
で
 

総
工
費
百
ニ
ナ
万
円
で
あ
る
。
 

基
く
合
理
的
な
要
望
で
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
と
の
極
息
か
ら
、
住
民
栂
業
に
よ
 

る
こ
と
が
最
良
の
方
」
」
で
あ
る
と
個
じ
 

当
該
地
域
の
遥
挙
人
の
投
票
に
よ
り
、
 

同
地
城
の
帰
属
を
定
め
る
。
 

住
民
投
票
は
、
町
村
合
併
明
整
委
員
会
 

の
開
冗
案
タ
愛
諾
す
る
こ
と
を
、
両
町
 

《
 
足
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
線
が
打
出
さ
れ
、
中

m町
選
管
は
、
明
年
一
月
中
に
、
武
中
麦
所
に
お
い
て
“
葉
を
行
う
こ
と
に
な
言
し
い
。
 

パ
 
こ
の
た
め
当
町
で
は
、
認
会
譲
叫
資
を
霞
と
す
る
、
金
木
町

m島
細
入
対
策
委
員
会
（
委
は
長
泉
覇
太
郎
氏
）
憲
磐
、
笑
肇
に
万
全
 

鵬
 
を
期
す
こ
と
に
な
つ
た
。
 

川
小
の
敷
地
な
ど
決
る
 

緊
急
臨
時
町
議
会
で
 

県
町
村
合
併
調
整
委
員
会
で
は
、
中
里
 

町
豊
島
部
落
の
、
金
木
町
へ
の
分
町
編
 

入
の
問
題
に
つ
い
て
、
慣
軍
に
調
査
検
 

討
し
た
結
果
、
去
る
ナ
「
月
三
十
日
『
 

豊
島
部
落
の
分
町
は
住
民
投
票
に
よ
つ
 

て
決
定
す
べ
き
奮
と
い
う
こ
と
に
な
 

り
金
木
、
中
里
の
両
町
長
に
対
し
て
石
 

崎
（
具
雄
委
皿
長
（
弘
大
教
醤
名
叫
勘
 

告
が
田
さ
れ
た
。
県
町
村
合
併
調
整
委
 

皿
畏
よ
り
の
勧
告
闘
定
案
を
嬰
約
す
れ
 

ば
次
の
と
お
り
、
 

①
豊
島
部
落
は
変
畑
、
経
済
そ
の
他
各
 

郡
の
事
情
を
調
査
検
討
し
た
結
果
、
金
 

木
町
と
の
つ
な
が
り
は
、
中
里
町
よ
り
 

概
ね
濃
厚
で
あ
り
金
木
町
に
分
町
綱
入
 

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

②
現
段
階
で
は
同
部
落
の
小
、
中
学
生
 

は
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
 

金
木
町
の
小
、
中
学
校
に
転
校
タ
桑
儀
 

な
く
さ
れ
、
こ
れ
に
伊
曇
青
上
の
話
 

問
題
、
ン
ブ
、
に
父
兄
及
パ
泊
一
童
、
生
徒
 

へ
物
心
両
面
に
お
け
る
打
撃
を
与
え
る
 

ば
か
り
で
な
く
、
行
政
上
に
与
え
る
各
 

種
の
髭
も
片
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

③
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
深
く
考
慮
し
 

て
協
臓
し
た
結
果
、
分
町
問
題
の
公
正
 

な
蟹
）
」
は
、
住
民
多
数
の
自
由
意
思
に
 

ー
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ド
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麟
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一
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一
一
 

一
一
一
 

馴
灘
麟
「
轟
 

調
整委

金木への編

入

望 
軸
灘
麟
麟
翼
繊
議
 

メ 
面
積
を
も
つ
一
 
境
が
よ
い
と
い
う
部
 

落
民
の
意
見
と
、
街
の
中
心
に
な
つ
て
 

い
る
と
い
う
前
記
鳴
警
～
チ
エ
氏
ら
」
一
一
 

氏
の
畑
地
を
、
支
所
の
・
電
と
繋
菱
 

去
る
一
干
八
日
、
午
後
一
時
よ
り
川
倉
 

恋
＋
校
の
敷
地
変
更
の
件
お
よ
び
同
校
 

グ
ラ
ン
ド
用
地
の
寄
附
探
納
の
件
で
、
 

緊
急
臨
時
町
臓
会
を
町
議
事
堂
に
招
集
 

潤
場
一
致
で
原
案
を
可
決
し
た
ほ
か
、
 

嘉
瀬
保
青
所
を
大
字
嘉
瀬
字
端
山
崎
鳴
 

海
に
チ
エ
（
一
九
」
郵
）
、
鳴
海
リ
エ
 

（
七
七
坪
）
、
今
安
美
（
三
〇
き
の
 

」
民
の
所
有
地
約
一
反
歩
の
畑
地
に
新
 

築
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
 

川
倉
小
寧
校
の
場
合
は
 

①
現
校
地
「
昂
か
残
す
②
現
在
の
校
舎
 

の
一
部
か
残
し
て
公
」
一
館
を
建
て
る
。
 

③
新
校
舎
を
建
て
る
現
グ
ラ
ン
ド
ま
で
 

の
通
学
道
路
を
三
間
幅
と
す
る
こ
と
と
 

し
、
潤
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
 

当
日
『
グ
ラ
ツ
ド
に
新
校
舎
を
」
と
心
 

で
配
し
プ
傍
聴
し
て
い
た
叫
「
区
民
代
畿
者
 

た
ち
は
、
い
ず
れ
も
ホ
ツ
ト
し
た
面
も
 

ち
だ
つ
た
。
 

嘉
潔
珠
脊
所
の
場
合
は
、
約
五
百
坪
の
 

評
熱
姦
護
舞
舞
鷺
蕪
麟
 

一
一
 ー

い
静
書
【
気
編
難
熱
鱗
『
 
鱗
一
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目で

解決の 毒糾譲墓蓋
麟
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撒
な
 

一
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維
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夢
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麟
灘
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」
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一
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麟
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掌
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【
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コ
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畜
酪
農
の
振
興
警
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 農

林
高
設
立
の
必
要
強
調
一
来
島
 

よ 

「
 

一
一
一
 

一
一
一
 

一
一
一
 

一
一
一
 

【
 

十
一
月
」
干
日
、
弘
前
査
「
教
授
島
博
 

士
（
前
北
大
総
畏
、
現
北
大
名
誉
教
醤
 

は
同
大
半
附
属
農
場
の
収
穫
感
謝
祭
に
 

田
慮
す
る
た
め
、
同
李
菊
池
展
学
部
 

長
と
来
町
、
花
田
町
長
と
愛
し
た
際
 

鳥
教
授
は
金
木
地
区
の
履
業
に
つ
い
て
 

次
の
こ
と
か
猛
嗣
し
た
。
 

①
当
地
方
の
『
り
ん
こ
裁
培
』
の
察
雇
 

ぷ
り
に
は
驚
い
た
。
当
地
区
は
・
一
 

気
候
か
ら
み
て
、
大
衆
向
き
の
り
ん
 

こ
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
高
級
 

り
ん
こ
の
栽
培
も
お
ろ
そ
か
に
し
て
 

は
い
け
な
い
。
 

⑧
り
ん
。
か
戴
培
し
て
い
る
と
は
い
え
 

当
地
方
は
、
や
は
り
水
稲
の
単
作
」
地
 

僧
で
あ
る
か
ら
、
有
務
酪
農
の
振
興
 

策
を
積
極
的
に
す
す
め
る
必
要
が
あ
 

る
。
 
③
弘
大
農
農
場
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
 

桝
撲
な
運
繋
を
と
り
、
地
地
住
民
の
 

最
大
限
利
用
を
図

Qべ
き
で
あ
る
。
 

④
晋
町
に
は
金
木
高
専
学
校
が
あ
る
が
 

将
来
は
地
地
性
タ
考
え

f農
林
高
校
 

に
切
換
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
 

一
一
 

一
一
 

一
一
 

一
一
 

一
一」
 

本
一
情
的
な
測
量
 

一
鷲
叫
嚇
降
雪
を
 

青
森
ー
へ
高
の
道
路
は
、
こ
の
夏
、
 
き
た
が
、
 

両
市
騒
「
一
『
係
官
庁
が
参
加
し
て
爽
 
島
測
鍬
）
 

地
踏
査
か
 
ゾ
、
建
殴
促
進
を
図
つ
で
 
こ
の
製
 

支
所
の
事
務
を
縮
小
 

要
望
に
よ
り
土
地
台
帳
な
ど
 

,  ．
一

~  

~  

い
か
。
 

木
 
【
石
崎
委
員
長
固
を
囲
ん
で
話
し
合
う
関
係
者
】
 

金
木
町
役
場
支
所
設
置
条
例
の
一
部
を
 

改
正
し
、
嘉
瀬
、
喜
良
市
支
所
の
分
掌
 

事
務
を
縮
小
し
た
。
 

こ
れ
は
『
土
地
及
び
家
臓
台
帳
、
同
名
 

審
帳
、
図
面
』
に
関
す
る
事
務
タ
禾
庁
 

に
ひ
き
あ
げ
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の
で
 

こ
れ
ら
の
事
務
は
法
務
局
山
服
所
が
、
 

本
庁
の
所
在
地
に
あ
る
関
係
か
ら
、
地
 

城
住
民
も
こ
の
措
灘
を
嬰
望
し
て
お
り
 

/
‘
・
，
“

Hりh
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 課

の
圏
べ
で
は
、
引
揚
者
と
し
一
 
当
 

す
る
者
が
、
ま
だ
七
＋
名
前
後
は
あ
る
 

の
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
。
 

山
中
踊
祉
課
長
の
話

n】
事
務
的
に
面
 

倒
く
さ
い
と
お
考
一
え
の
存
、
係
の
者
 

が
時
間
の
許
す
限
り
代
喬
し
て
あ
げ
ま
 

す
か
ら
、
御
”
巌
な
く
お
田
で
く
だ
さ
 

給
付
金
の
事
務
遅
れ
る
 

引
揚
者
は
至
急
手
続
き
を
 

い
。
三
カ
年
の
期
限
は
あ
り
ま
す
が
、
 

な
る
べ
く
早
く
書
類
か
提
田
す
る
こ
と
 

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
な
お
、
今
ま
で
 

県
世
昭
課
に
提
比
済
み
の
も
の
は
約
百
 

三
毒
で
、
こ
れ
ら
の
方
の
分
は
近
い
 

中
に
裁
掌
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
 

り
ま
す
か

b凸
安
心
下
さ
い
。
 

隣
撚
L
鴬
鷺I
響，
思：
然
Ij
j

慈烈ー 
 

貢響 杏土 
 

喜
務
の
簡
緊
化
を
は
か
る
た
め
の
条
例
 

改
正
で
あ
る
。
 

条
例
改
正
に
よ
る
各
支
所
の
事
務
分
掌
 

は
次
の
と
お
り
。
 

①
公
印
保
管
に
関
す
る
事
務
 

②
戸
籍
に
関
す
る
事
務
 

③
住
民
難
零
及
び
人
口
動
態
に
関
す
る
 

、
た
 
て
』
 
便
て
珍
続
ろ
 

果
し
 
し
し
ー
か
く
た
陸
あ
 

結
ぎ
 
り
』
一
器
な
し
大
で
 

に
は
概
箭
 

こ
と
に
か
 

切
わ
 
ほ

h石
に
ゆ
、
る
 

1
一
・
 
閲
尚
 
っ

t
 

 
の
。
現
ば
柳
 

舞
一
。
鷲
鷺
議
難
 

【
 
引
揚
者
給
付
金
の
滑
求
に
関
す
る
事
務
一
相
当
数
あ
る
の
で
、
骸
当
者
は
、
軍
葱
 

左
ユ
 
は
、
）
肖
下
旬
か
ら
開
始
さ
れ
た
が
、
」
そ
の
手
続
き
を
さ
れ
た
い
と
町
当
局
保
 

請
求
手
統
き
を
し
て
い
な
い
引
量
者
も
ー
で
は
奪
黒
し
て
い
る
。
当
町
社
会
福
祉
 

麟
響
醸
惑
 

 
1
1

町
翻
也

m「
 
 
m
m
a

郵
 麟

展
m「
」
簿
」
「
伽
轟
 

「
鷺
盤
爺

m纏
慕
議
維
加
 

難
緯

m氏
『
」
ョ
年
も
さ
な
け
 
の
で
、
が
明
 

各木春秋 
ホ
務
 ④
埋
火
葬
認
許
に
関
す
る
事
務
 

⑤
配
給
に
関
す
る
事
務
 

過
去
一
一
十
七
年
の
う
ち
 

植
も
例
年
に
比
し
て
三

5五
日
位
早
く
 
多
牧
覆
の
記
録
は
な
い
が
 
農
林
十
毒
は
、
今
年
は
誓
収
量
が
 

順
調
に
い
つ
た
の
で
あ
る
が
、
六
月
以
 
、
 
地
城
、
個
人
差
な
し
 
り
太
胃
」
か
つ
た
が
、
天
候
に
左
ひ
中
れ
や
 

今
年
は
最
低
温
 

年 
障
緯
謝
『
年

2
8
い
堀
が
な

z
臓
は
れ
判

ー
 

二
お
け
る
最
も
大
切
 

し
ば
低
響
』

g一
“
れ
特
」
、
 
本
．
の
稲
作
の
特
畏
は
栽
培
費
術
が
じ
す
い
の
で
（
地
区
の
場

A
 郵

藻
、
鶏
驚
簿
戸
気
一
一
 

4n一
 
「
 

ー
，・

 

叩
戸
”
・
ヤ
王
一
」

0
 
4

沼
ゾ
F
m
一
“
い
ム
 

す
る
露
 

郵
緯
語
一

c
 
 
」
・
回
モ
好
加
一

mも
ば
価
西
い
 
畑
一

1
1

詳
男
 

昂
凹
っ
ち
、
 

か
プ
・
ノ
 

 
7

カ
 
『
体
的
に
 

品
極
の
配
合
を
い
い
切
ー
 

一 r“α
 

発
響
讐
議
「
』
一
？
鷲
 

」
」
」
 
杉
器
こ
石
が
（
略
た
宋

い日
と
 
叫
 
●
・
ー
胃

、・
 

み
で
地
域
差
、
個
人
第
な
く
増
取
さ
 

れ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
 

い
だ
ろ
う
か
。
 

九
什
‘

4・
年
、
土
牟
、
一
干
年
 

温
で
 
コ
精
障
害
か

F畏
さ
せ
第
面
 

の
低
温
で
は
寄
熱
に
悪
暮
を
与
え
た
 

（
八
月
士
百

s十
七
日
）
ま
た
第
三
 

次
に
、
ど
ん
な
無
励
］

m和
を
市
大
れ
て
 

粗
合
せ
れ
ば
よ
い
か
、
登
聖
か
で
に
あ
 

げ
て
み
よ
う
。
 

中
生
の
早
 
割
 
合
 

藤
坂
五
号
 

 
d
 

⑧
午
馬
籍
に
関
す
る
事
務
 

Q川
税
そ
の
他
納
人
に
関
す
る
事
務
 

⑩
統
計
開
査
に
関
す
る
平
筋
 

⑩
住
民
の
連
絡
事
務
 

二
」
九
年
の
冷
害
の
年
の
場
合
よ
り
も
 

熱
 

’→二

＝＝

→

7

→＝

→●→マ

→＝

“→り

一→七→＝

=

＝

→＝

→，

こ．

か

‘．

で

→マ

こ．

，

二， 

 

低
温
を
ホ
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
天
候
に
遭
過
し
た
場
合
、
 

従
来
の
稲
作
技
術
を
も
つ
て
す
れ
ば
、
 

大
石
、
の
る

r“れ
金
し
の

J
 
,
 

 
，
・
．
言

レ】
 朋

旧
が
こ
い

、
“
わ
も
ら
き
う
 
叫
 
い
ま
ま
で
 

I
f

云
証

γ一
、
jニ
ー
 
言
り

4
j

二s
り
三
お
叫
 
も
の
の
、
一
 

一
 
た
金
で
、
一
 

繰

轡灘

繁
発
警濃 

回
（
八
月
二
十
八
日

5九
月
十
三
日
）
 

の
低
温
で
米
粒
の
発
青
に
髪
が
あ
つ
 

従
つ
て
、
当
町
と
し
て
は
、
相
当
考
慮
 

に
入
れ
て
選
択
し
た
奨
励
品
観
の
組
合
 

．
・
一
7‘
一
 本

年
は
大
冷
害
に
 

な
つ
た
こ
と
で
あ
 

ろ
う
と
思
わ
れ
る
 

効
果
の
あ
っ
た
保
護
苗
代
 

八
申
由
 
六
〇
％
 

＋
和
田
 
ー
 

に
行
事
は
す
め
ら
れ
、
各
団
体
が
そ
 
う
新
聞
妃
 

れ
ぞ
れ
予
貧
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
裁
 
し
て
安
心
 

あ
る
揚
を

こ
ている
の
だ
が
、
会
場
 
●
．
．
金
木
 

が
分
散
し
で
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
 
員
書
つ
 

熱
」g
の
翼
成
霧
こ
競
“
 

た
て
る
も
の
だ
が
、
さ
て
、
あ
と
に
な
 

，
つ
ー
 
え
て
み
る
と
、
落
度
だ
ら
け
で
 

あ
る
。
 

わ
が
町
の
『
秋
ま
つ
り
』
は
ど
う
だ
つ
 

た
ろ
う
か
。
 

▼
『
今
年
は
各
会
場
と
出
盛
大
で
嚢
 

あ
る
も
の
で
レ
底
と
い
つ
た
ら
、
影
 

の
寅
は
『
昨
年
ぬ
厳
大
で
し
た
点
と
 

つ
ぷ
や
く
，
 

彫
の
声
の
ク
つ
ぶ
ゃ
鼻
（
」
ク
の
『
ー
・
・
 

も
』
が
ク
セ
者
だ
。
こ
れ
か
設
の
声
に
 

す
れ
ば
藤
年
よ
り
今
年
は
淋
し
か
つ
 

た
』
と
い
う
こ
ど
に
な
り
そ
う
だ
。
 

▼
こ
の
よ
っ
な
『
影
の
声
』
の
で
た
原
 

因
は
『
秋
ま
つ
り
』
と
い
・
暑
の
も
と
 

町
民
 

一
人
八
百
字
以
内
。
紙
上
と
く
名
は
 

助
馨
発
ん
。
醤
は
毎
月
そ
の
 

昭和

32

年 
 1 
 1 
月  

中
生
の
晩
 
馴
合
 

藤
坂
四
号
 
ー
 
の
あ
‘
 

害
型
、
す
な
わ
ち
 
・
 
ノ

i
 
ー
‘
 
、
‘
 
ー
‘
イ

1，
」
 
．
‘
 
く
ー
ー
ソ
‘
ー
ー
ノ
‘
ト
・
ハ
 

 
I
 

 
陸
奥
光
一
一
五
％
 
《
 

合
理
的
な
品
種
で
冷
害
を
克
服
 

（
こ
の
天
候
は
障
 

害
型
、
す
な
わ
ち
 

不
稔
粒
を
出
し
易
い
天
候
な
の
で
あ
 
た
。
 
わ
せ
憲
切
に
し
て
栽
培
し
な
け
れ
ば
 
晩
 
生
 
割
 
合
 
明
る
い
夜
道
を
 

 
j
の
皇
横
壌
唯
、
暗
い
夜
道
を
明

る
）
 
こ
の
よ
う
に
盃
な
天
候
で
あ
り
な
が
 
不
作
の
原
因
と
な
る
の
で
、
来
年
柴
 
股
林
一
七
号
 
」
‘
％
 
▼
私
は
仕
牛
の
馨
で
、
時
寿
日
が
暮
 
る
く
す
寿
磐
講
じ
て
い
る
の
で
し

健
苗
早
植
え
と
 
ら
、
稲
の
生
青
相
は
平
年
に
比
し
て
大
 
年
の
品
棚
を
考
え
、
強
程
多
督
種
を
 
要
す
る
に
、
た
だ
ょ
総
稗
だ
智
と
 
れ
て
智
帰
宅
す
る
の
で
す
が
、
講
 
ょ
っ
か
一
町
当
局
晋
、
も
っ
叱
謂

合
理
的
な
品
溜
で
克
服
 
差
が
な
か
つ
た
と
い
え
る
こ
と
は
、
 
響
す
る
よ
う
、
種
籾
か
掌
備
し
て
お
 
い
つ
て
、
一
扇
に
ー
つ
の
品
棚
ば
か
 
の
道
女
の
暗
い
こ
と
に
は
ホ
ト
ホ
ト
弱
 
る
い
霊
に
す
る
携
に
難
讐

と
こ
ろ
が
、
本
年
の
稲
作
状
況
覧
る
 
毘
租
の
選
暴
合
理
的
で
あ
つ
た
 
く
こ
と
が
必
讐
あ
る
。
 
り
に
か
た
よ
る
こ
と
は
、
畿
が
暮
 
っ
て
い
ま
す
．
 
あ
る
こ
と
ク
議
み
ま
す
。
（
案

A生
）
 

と
、
中
生
に
属
す
る
多
塔
翻
が
そ
 
黒
苗
早
茅
行
わ
れ
た
（
保
讐
代
 
牧
量
の
多
い
ビ
ニ
ー
ル
苗
代
 
な
・
っ
の
で
、
よ
い
見
皿
を
翼
尺
す
る
と
 
▼
夜
の
書
、
駅
通
り
、
駅
の
ふ
み
切
 
秋
ま
つ
り
に
一
言

保
奮
代
の
普
及
も
め
ぎ
ま
ヒ
、
金
 
の
夏
）
 
収
量
は
、
ビ
ー

T ル
響
代
で
行
つ
た
 
同
時
に
責
喜
厭
し
霜
合
せ
を
決
 
り
盤
と
私
の
通
る
道
な
慮
特
に
そ
▼
十
一
月
は
禽
思
守
花
祭
か
」
 

木
四
三
．
勇
、
嘉
瀬
七
九
．
虜
、
黒
肥
幕
の
向
上
 
も
の
が
書
多
か
つ
た
。
一
嘉
に
っ
い
 
手
べ
き
で
あ
る

o
 
冬
と
思
い
手

o婦
客
ナ
な
ど
は
と
『
禁
り
ざ
星
《
雲
衣
嘉
や

責
市
五
九
．
九
％
で
、
孟
荒
昨
嶋
害
虫
の
警
防
除
（
共
同
防
除
の
 
で
農
林
十
尊
、
藤
坂
五
号
、
陸
奥
光
 
（
金
盃
区
隆
業
普
汲
事
騨
）
 
「
も
歩
け
弓
に
も
あ
り
ま
せ
ん

o
 
 
か
な
行
事
の
多
貧
で
あ
る
り
 

m議
生
徒
 

す
る
た
め
 

と
い
う
こ
・
 

り
も
の
が
完
成
さ
れ
て
 

つ
の
ま
と
ま
つ
た
も
の
 

▼
つ
ま
り
胸
 

あ
つ
て
も
、
 

と
し
て
は
、
 

・

レ
く
で
ブ
そ
」
 

▼
秋
ま
つ
り
 

つ
て
よ
い
の
 

め
の
催
物
で
 

っ
か
と

いう聞腿
が
新
 

わ
け
で
あ
る

F
 収
場
分
散
も
特
色
が
あ
 

．
全
町
民
に
見
せ
る
た
 

れ
ば
、
思

い切
つ
て
、
 

」
る
金
木
小
、
中
李
校
 

cま
つ
た
行
事
に
し
た
 

Wだ
ろ
う
か
。
 
（

F
)
 

＝つ

‘
=
'
＝
→＝

→
1
→＝

→＝
、  

賊
に
よ
い
 

．
…
管
少
一
 

い
か
ら
だ
・
 

震
塊
』
を
ー
 

わ
れ
わ
れ
・
 

こ
の
よ
訟
 

す
よ
う
に
・
 

慧 
大
き
な
会
担
ソ
 

を
中
心
に
、
 

ら
い
か
が
た
 

年
に
比
し
て
一
八
．
分
、
五
四
．
四
 
効
果
）
 
等
で
あ
り
、
奨
留
種
以
外
の
も
の
は
 
・
 
▼
こ
の
こ
と
で
『
傘
不
だ
よ
り
』
に
も
“
▼
何
事
を
う
で
あ
る
が
、
や
る
前
は
 

％
、
n
l
七
・
七
％
の
増
加
を
ホ
し
、
田
 
な
ど
が
あ
宮
れ
る

o
 
 
初
稔
が
暑
悪
か
つ
た

o
 

 
▽
 
▽
 
で
た

U
N

が
あ
り
ま
し
た
が
、
割
内
 
あ
和
や
こ
れ
や
と
す
ば
び
い
叶
馴
 

「
 

‘ー
，
l
I

ー

ー
 

〃

~詞

虹

祠
的
な
測
量

一
潔
灘
降
雪
を

祠
的
な
測
量

一
潔
灘
降
雪
を



る
。
 

③
弘
大
附属
農
場
が
あ
るの
だか
ら
、
 

蜜
誓
は
連
繋を
と
り
、地
域住
民
の
 

本
格
的
な
測
量
始
ま
る
 

最
直
利
用を
図
Qべ
き
で
あ
兎
 

濃

叫
弥

年
雪

を
陸

え
大
急

ぎ

ソ
む
仁H
ヒ
』
巳
く
引

《
F一
さ
ー・
・？
ー
 
間
の

道
路
  
m臨
ー
」e三
プ
く柔
→
，‘ノ
「ノ
z
五
己
く

④
当
町
に
は
金
木
高等
学
校
が
ある
が
 
，
‘

ョ
，
 
ー
 

；
．一
 

将
来
は
地
城
性
タ
署え
、
農
林
高
校
 
青森
T
金
木
間の
道
路は
、
こ
の
夏
、
 唾
た
が
、
県
で
官
参
将
軍
到
来を
前

に
切
換
え
る
必
要が
あ
る
ので
は
な
 
両
市
町
及
び
関
係
官
庁が
参
加
して
実
 
に測
昂
を
開
始
し
た
。
ー
 
‘
 

】
J
l

J・
？Hリ
‘l
J
甘

J
,
I"
h
u
,
rー
ー
’
ー
ーー
・
‘
・
ー
ー
ー
  
‘
ー
 
 
ー
ー
 

襲
臣
柳

割
 
窟

響
の
議

に
男

し
、
ニ
り
 
 
蓑
青
か塁
ける
機
会
が
与
ス
ら
れ

一一

に
，
 
 

勢

が
認
め
られ
、
こ
の
た
び』
懲
 幸
い
ぬ
町に
も
、こ
の
数
督
魔
設
が

禽
蒼

喜
の
算
 
壷

け
た
お
で
あ
る

マ
 
 

あ
り
、（『
係
各
位の
熟
意
レ勧
協
万
 

［
大臣
賞
に
感
激
 

定
時
制
教
育
振
興
の
功
労
で
 

，
青
森
県
定
時制
数
 
花
田
町捜
の
話
上
家影
さ
れ
舜
』
 
題がタ
ュ
え
残
つ
てお
る
こ
とだ

聞北
地
区
定
時制
数
 
ん
て
思
いが
け
な
い
こ
とで
す
。
 
し
、
こ
れ
を機
会
に
今
後
も
煎
力
す

長
と
し
て
、永
年
定
 終
職
後
、働
く
青
少
年
に
→
嵩
等
字
 
る
考
え
で
す
。
 

い
た
学
区
民
代
談
者
 面
積
か
r3
て
馨
境が
よ
い
と
い
ン部

しホ
ツ
ト
し
た
面
も
 落
民
の
意
見
と
、街
の
中心
に
な
「
亡

い
る
と
いう
前
記
鳴海
ミ
チ
ェ氏
主
1
1
 

「は
、
約
五
百
坪の
 
氏の
鍛
を
、支
所
の
土
地
と饗
交
 

お
知
本
勧
告
は
士
育
中
旬
の
託
ル
。
 換
し
遥

て
る
ぺ
きだ
と
い
島
帥落
迅

豊
島
部
落
が
金
木へ
縮
入
す
る
ほ
、
 
田
臓
員の
間
輪に
わ
か
れ
て
い
たも
の
 

m撫
昭
響
喝
緯
結
緩
 
墓
良
市
の
火葬
場
完成
 

鴛
鷲
纂
ら奮こ
鼻」
弾
舞嚢
嚢

競
紗
輔
羅
「
 

濡
し
、什
靖
篇
賀
使
用g
？
鯵

鰻
鑓
護

難
 

る
こ
とに
な
つ
た
。
 

7ほ
H

ー
一
1
"
7
フ
 
ー‘
ま
‘
 

難
』
難「
熱
難灘
灘
 

麟

難
 

が
、仙
台
農
地
事務
局か
ら
本
省
に
 

計
面
参
《
更
の轡
類
が
到
着
次
第
、同

省
計
回
部で
審
査
の
上
、建
般
部
で

予
慕
m上
の
運
び
A
jな
つ
て
い
る
。
 

こ
の
計画
変
更
と
い
うの
は
途
中の

木
橋を
永久
橋
（
コ
ンク
リ
1
ト
）
 

に
す
るも
の
で
、予
算
は
約
五
削
方
 

前
大
学
牧
授島
博
 島
教
授
は金
氷
地区
の
艦
業
に
つ
い
て

北
大
名
誉
教
授
）
 
次の
こと
を
強
調
した
。
 

の
収
麗爵

祭
に
 
①当
地召

『り
ん
こ栽
培
』
の
酷
膜

車
菊
池
農
学
部
 
ぶ
りに
は
驚
いた
。
当
地
区
は
十賓

長
と
懇
吠
した
際
 
気
候
か
らみ
て
、大
衆
同ぎ
の
り
ん
 

。
に
力
を
入れ
る
と
と
も
に
、
高
級
 

一小
 

り
ん
凸の
栽
培
もお
ろそ
か
に
して

は
い
けな
い
。
 

②
り
ん
こか
栽
培
して
い
ると
は
いえ

な
ど
 

議

妻
、
ゃ
は
り
水稲
の単
縄
 

鰐
麗
無
鰐
「
嵐
襲
鱗
鳳
誉
 

結
ぎ
 
り
い
 
器
な
し
大
で
 
所
唱
 

【
差
戸
 

伐
道

を
 

「」
、時
六
日
が
暮

り
で
す
が
、途
中

一～
は
ホ
トホ
ト
弱
 

リ
、
駅
の
ふ
み
切
 

hな
ひ・」
は
特に
そ

ツ
女
子
など
は
と
 

mり
ま
せ
ん
。
 

（
だ
より
』
に
も

だ
が
、
各
町
内
 

一人
八百
宇
以
内
。紙
上
と
く
名
は

か
ま
いま
せん
。締
切
は
毎月
そ
の

月
末
です
。
 

の
白
搭振
興会
では
、
暗
い
夜
道
か
萌

る
く
す
る
対
策か
講
じ
て
いる
の
で
し

よ
っ
か
。
町
当
局で
も
、も
つ
と
崩

る
い夜
遺
』
と
す
る
ため
に
積
極的
で

あ
る
こ
と
を認
み
ま
す
。（
金木
A
生
）
 

秋
ま
つ
り
に
一
言
 

▼
十
一
月
は
A菌
的
に
『
交
化祭
奮
 

『秋
祭
り
だ』
 
撃芸
会
だ』
と
華
ゃ

か
な
行事
の
多
い月
で
あ負
 

▼
何
事
も
て
っ
で
ある
が
、ゃ
る
削
は

あ
れ
や
こ
れ
や
と
す
ば
b
し
m一
 画
を
 
 い

か
。
 

た
て
る
もの
だが
、
さ
て
、あ
と
に
な

つ
プ
考
えて
み
る
と
、落
度
だ
らけ
で

あ
る
。
 

わ
が
町の
『
秋
ま
つ
り
』
は
ど・
っ
だつ

た
る
っ
か
。
 

▼
『
今
年は
各
ム】蕩
と
も
盛大
で
意
義

あ
る
も
ので
し
奮
と

い
つ
た
ら
、影

の
声
は
『
昨
年も
盛
大
で
した
よ
』
と

つ
ぶ
やく
。
 

影
の
声
の
ク
つ
ぶ
や
さ
ク
の
『
 

も
』
が
クセ
者
肥
。
こ
れ
聖衣
の
声
に

す
れ
ば
藤
萎

り
今
年は
淋
しか
つ

た
』
と
いう
こ
ど
に
な
りそ
ー
フ
だ
a
 

▼
こ
の
よ
うな
鯵

の
声
』
ので
た
原

因
は
『
秋
ま
つり
』
と
いう
名
の
も
と
 
 

に
は
金く
み
之
v
bれ
な
い
が
、
そ
の

他
の
津
軽
地区
で
も
、あ
ま
り
行
わ
れ

て
い
な
い
フ
虫
ま
つ
り
f
を
廃
止
し

て
結
と
い
う
意
見
もで
たが
、結
論

と
し
て
は
『
今後
継
続
して
行
うが
「
 

ク
虫
ま
つ
り予
を
行う
主
体
で
ある
若

い
者が
、
寄
附
さ
れ
た
金
品の
使
途を

明
ら
か
に
する
と
とも
に
、も
つと
計

画
的
で
、
し
か
」
建
殴的
な
ク
虫
ま

つ
り
予
と
す
ぺ
きだ
』
と
い
う
こ
とに

な
つ
た
。
 

た
金
で
、遊
び
に
ふ
けつ
て
い
ると
い
 繕

に
入
り
 
事艮
（
と
あ
らわ
れ
、
 

代
4
金
木
組
に
属
しで
い
た
が
、明
治
 

ー
ーナ
二
年
の
町村
制
加
行に
あ
つ
て
野

崎
、
小
円川
と
合
しで
膏
皿
市村
と
な

つ
た
も
の
で
ある
。
 

文
腺元
年
（
一五
迦
一年
）東
奥
巡
検

使
に
よ
る石
高
確
闘
際
は
、
馬
の
郡
 

菱
誉
ロ
 

れ
、
金
木
村
の
一A
ハ
石二
斗
か
ほ
る

か
に
上ま
わ
つて
い
た
の
で
ある
が
、
 

後
に
村
位を
定め
る
に
あた
つ
て
、
金

木
組
ニ
十
四
カ村
を
それ
ぞ
れ
上
、中

下
に
区分
し
た
と
き
、上
村
と
して
中

里
、
中
村
と
して
金
木
、官辱
沢
、
簿

市
、下
村
と
して
小
田川
、
喜
良
市
、
 

相
内
、太
田
、小
泊
が
挙げ
bれ
、
い

つ
て
みれ
ば
下村
と
し
て
の位
灘を
与

え
られ
て
い
ると
こ
ろに
、本
村
の村

と
し
て
の
性格
が
、
墜
爵
に
うか
が

わ
れ
るわ
け
で
あ
る
。「
．
 

『北
東
」
誌
山
山眠
に
接
し
、西
北は

金
本
町
、南
西
は
嘉鄭
村に
つ
づき
、
 

小
由
川
、
喜
良
市
川
が
賞流
し
て
土
地

肥
沃で
あ
るが
、
概
し
て
山
野多
く
、
 

耕
地
が少
く
』と
規
定
され
るあ
た
り

ま
さ
に
そ
の本
質
を
つ
いた
と
い
わ
な

く
て
は
な
らな
い
でー
 
う
。従
つ
て

戸
数
、人
ロ
も
、太
」党
年
に
あ
つて

ニ
九
九戸
の
ニ
、一
一九
人
が
，大
正

五
年に
お
いて
二
七
「月
、
一
、七
九

四
人
、大
正
十
焦
・二
八
五
戸
、一
、九
 

な
ど
決
る
 

聞
時
町

議
会

で
 

虫
ま
つ
り
は
建
設
的
に
 

斎
の
新
し
い
村
づく
り

十
月
三
十
月午
後
一時
よ
り
、夏
瀬

支
所
で
嘉翌
合
青
年
団
（団
厚原
田

一き
主
催
の
薪
し
い
村
づく
り
』
討

論
会
は
、嘉
瀬
地
区
の
自
治振
興会
長

婦
人
会
、商
工
会
、車
校
長
、
警

案
駐
在
皿
、胃
年
団
など
多
数田
席
し

て
活発
な
意
見
交熱
伊
行わ
れ
た
。こ

の
日の
討
論臓
題
は
『虫
ま
つり
と
村

づ
く
り
』
で
、東
青地
区
、南
部
地方
 

て
、
そ
の
旨
を
如
小

後
に
お
い
て
知
事か

埋
加
（」
」会
に
住
民
投

合
した
日
か
ら
三
ナ

と
に
な
る
が
、朋
年

叉
所
で
投
票
が
行
わ

い
わ
れ
て
い
る
。
な
 

を
要
望
して
お
り

か
る
た
め
の
条
例
 

文
所
の
事
移
分
掌
 

る
事
務
 

粉
 

R
動
態
に
関
す
る
 

事
務
 

に
関
す
る事
務
 

っ
事
務
 

大
ナ
」台
）
が
あり
、”
倫薮
の
二分
 

首
酪
農
の
振
興
を
 

に
よ
り
、定
時制
教
脊
の
賛
に
努

力
し
一
参り
ま
し
た
が
、牧
師
の
優

遇
、
脊
輩貧
金
の
増
徹
、開
厭
補
助

の
大
鰯
額
、
学
校
給
食
の
売
全
実

施
な
ど
、ま
だ
ま
だ改
善
す
べ
き闘
 L

一
 

雄
）
ガ
喜良
市
ル
葬
場
は
、
こ
の
ほ
ど
 

1
,
,

I
く
，

I
墨
て
ノ
‘
 

一町
社
 

農
林
高
設
立
の
必
要
強
調
 
簾
 

一
の談
 

金
高
体
育
館
な
ど
陳
情
 

い
ず
れ
も
明
年
度
に
実
現
か
 

地
域
の
獅
ナ
ケ
沢か
ら
東
側
は
、建

股
省
の
関
係
で
あ
る
が
、こ
れ
は
県

当
局
、県
議
会
の
猛巡
鋤で
建
般省

よ
り
大
蔵
省
に
、予
算を
要
求す
る

線
ま
で
こ
ぎつ
け
た
。
 

△
小
田
川
上流
の
ダ
ム
 

朋
「
干三
年度
に
は更
正部
落
、大

東
ケ
丘
な
ど
の
開
田
地
約
三
百町
歩

の
測蛾
を
行
う
こ
とが
明
らか
に
さ

れ
た
ほ
か
、ダ
ム
全
般の
殿
計も
完

了
す
る
こ
とに
な
つて
いる
。
 

△
金木
川
局
部
改収
」工事
 

正
式予
算
は
ま
だ決
定
して
い
な
い

が
、
近
く
決
足
さ
れ
る
見
通
し
が
つ

い
た
。県
の
総
ワ
クは
、昨
年
に
比

ベ
プ
者
千
多
い
の
で
、金
木川
の
分

は
昨
年
度
同様
か
、そ
れ
よ
り
者干

上
ま
わ
つ
た予
算
とな
る
だろ
う
。
 

△
金
木高
等
学校
体
幕
 

明
年
度
予
算
で
起
債が
と
れ
そ
う
だ

だ
が
油断
は
禁
物
。ア
ト
「
押
しし

な
け
れ
ば
な
ら
な
いだ
ろ
う
。
 

驚
査

を
行
い
、建
麗
進

を
図
つて
 
こ
の
難
よ
は
、胃
愛
び

五
所川
原

り
、a"v
hり
・n一【
“
・
・
言
“
・h一？
f
'
i
・
」
・

誰
 
土
木事
務
所
が
あた
つ
て
お
り
、青
謙
 

観
添

讐
鱗

鳳
「
誰
鮮
難
輪
辞
 

「（
譲
」
一
一
・z
ル

m海
口
田
 吐
堺
増叱
功
 
理
一

一
 

”
●
…
墨
生
の
曹
遊
 

一
「
馬
」
」
圧

来
見
器
か
剥
 
部

口
方
あ大
 
町
叫
 
一

秒
一
戯
で
さ
わ
が
れ
た
胃森
 

舞

濃
購
）
）」
難
）
『
味
襲
民
熱
「
 

難
臨
m
示

町
さ
で
け
片
 
加
世
の
る
な
 
原
い
ー
 ー
し
“
 

勤
引
『一
」刈
 
z
の
れ
ぐ
利
 
か
は
。
石
す
 
翻
＼
 
」
 し
一
一
春
で
県民
か
驚か
せた
 

一
鵬一
新
弾

伯
蛇
咋
肘
 
の叱
」
ゆ
鵬
 
鷲
 

ー
ォ

ー
●
…
修身
科の
懲
で
 

紙
，
簡
響
縫
器

⑩
警
繍

姉
）
 
オ
 
ゆ
修
身
科の
懲で

紙
一
勧
響
縫
驚

⑩
警
雛
 
姉
）
 
 

d
 
ゆ
修
身
科の
懲で
 

」
r馴

・
」」

ノr
‘」し
鵬
t誠
」
）8剛
（
こ
h
 降
F
 
 
一

叔
無
声
譲
許ー
サ
7‘
デ沿
｛
～

ー
 

聞
一
「
‘
「
綿
鞠ー
識
巻
中
麟
 

り
奮
世
 

「
石
 
て
てる
が
器
 
だ
の微
す
ギ
 
鉄
』
一
 

‘
】
」舌
人

‘
ー
ー
 

o
器

漢
誌
「
識
競
山
舞

一
ー‘
t
ニ
 

鷺
難
舞
護
 

明
旧
が
こ
い
わ
杉
わ
も
ら
き
う
 
叫
 
いま
ま
で
なか
「
一た
か
らい
いよ
うな
 

「
）「
」鯖
騒
」
一
議
響
躍
省
長
田
す
る
 

・

‘
卿
叫こ
響
 趣
に

＆
し
ん
。警
 

！
 
ー
 
で
長嶋
た』
康

m
 

親
縛
ー
叫
不こ
軸
、
」
舞ニ
ノ

が
浸
対奮
『賛
成
 

、
・f
に
に
『
 
も
の
の
、忠
「
集
売
春
と盗
み
で
得
 

に
行
軍
は
す
す
め
ら
れ
、
各
団
体
が
そ
 
う語

暴

雲

て
『よ
そ
こ
と
』
 

れ
ぞれ
予
讐
着
ち
、そ
h
ぞ
h
寺
散
 
して
安
心
し
て
い
られ
る
”ち
う
”
 

あ
る
催
物
を
して
い
房
だ
が
、
急
勢
 
．；・金
木地
区
の
小
中
高
接で
ま発

が
分
散じ
て
い
た
省

で
はな
い
薯
 
員
を
も
つ
て
『金
木
町
生
鷹

童
生
 

う
か
。
 

指
繁

嬰

と
い
う
も
の
憲

織
し
、
 

，
つ
ま
為

々
の
もの
が
完
成
さ
れ
て
  
児
童
生
徒
の
校外
牛
居
を
朋
助
健
全
』
 

あ
つ
て
も
、一
つ
の
ま
と
ま
つ
たも
の
 
する
ため
、
積
磁
的
に
指
導
に
あ
た
里

と
し
て
は
、ど
う
か
と
い
う
問
題が
新
 
とい
う
こ
とで
雲
。
 

L
く
で
「
鼻。た
わ
ナで
ち
る
o
 

認
に
よい
こ
と
で
あ
る
。
 

●

秋
ま
つり
の
会
場
分
警

特
色が
あ
  
●

：
育
少
年
の
盃

化
は
、婆
境語

つ
て
よ
い
の
が
、
金
町
民
に
見
せる
た
 
いか
ら
だ
と
s
Q
れ
て
い
る
が
で
欧

め
の
催
物
で
あ
れ
ば
、思
い
切
つ
て
、
 
欝
』
を
青
少
年
に
与
え
る
こ
とに
、
 

大
き
な
会
場
と
な
る
金
木小

、
墨
校
 
わ
れ
われ
大
人
が
努
力
す
る
と
と
も
に

を
中
心
に
、ま
と
ま
つた
行
事
に
k
 
こ
の
よ
い組
織
を
町
民
こ
ぞ
つ
て
伸
ば

ら
い
か
がな
お

が
つ
・っ

か
o
(F
）
 
すよ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
o
 

弘
埜
金
薮
 

な
方
同
に
向
つ
 

喜
良
市生
 

も
b
つ
・
．
」が
、
こ
 

来
上
が
つ
た
の
で
、
 

本
号
か
ら紹
介
する
 

国
有
 強

授
 

山
と
村
民
と
の
つ
な
が

喜
良
市村
は
、
一体
い
つ

史
の
上に
あ
らわ
れ
て
、
 

う
か
。
 

古
く
は
弘
妻
牽

（
一一
「
 

明
寺
日配
に
も
、こ
の
繊

る
と
いわ
れ
る
が
、も
マ

で
は
、天
文
ナニ
発己
・

年
）の
津
軽郡
中名
字
の

以
北
（岩
火川
の
西
側
）
 二

年
）
最

風
え
て
い
 

朋
」］
］
な
形
 

・

一
五
一1
1
一11
 

に
、
藤
崎

中
に
埜
落
 

（
 
一
 
）
 

ュ
ら
歴
 

v
Jあろ
 

（ヤ
サ
ワ
）
溝
城
（
ミゾ
中）
葦
野
田
 

与
甥
癒
磐

彫
 

獄
難
難
難
 

？
」鷺
慧
耗
饗
小
 

編
纏
）
議麟
一
 

“
、
「l
r!
 

ー

一rl
,
 

会
（会
長
三
上武
男
氏
）
が診
断
し
て

バ
ン
フ
レツ
トに
ま
とめ
た
も
の
が出
 

レ」
いう
こ
とに
つ
いて
、
昨
年
 

響
「
今

後
ど
の
よう
 

と

き
 
＋
！一
戸ニ
？
三

E・z
 

主
催
 

金
木

町
母

の
・会
 

と
こ
ろ
 
金
木

町
保

育
所
 

g
り
、参
考
に
なる
こ
とが
ら
か
扱粋
し

に
した
。
 の

生
活

①
 

療
難
灘
鷲
姦
 

石
 
崎
 宜
 
雄
 

七
〇
人
、
大
正
十
五
年
、三
〇
九戸
、
 

ニ
、
二
五
〇
人
と
、ほ
と
ん
プ靖
加
ら

し
い
増
加
も見
せ
な
い
で経
過
し
て
い

る
ので
あ
る
。
 

こ
れは
村人
の
話
を総
合
す
れ
ば地
租

改
正
以
来
、急
激
に
不
況に
お
そわ
れ

た
た
め
に
、
二
、三
男
は
あげ
て
北
海

道
へ
、あ
る
い
」締
太
に
転住
し
、さ

ら
に
外
地
に
出
て
い
つ
た
ため
で
ある

と
い
う
こ
とに
な
りそ
う
で
あ
る
が
、
 

昭
和
ニ
ナ
六
年
大
月
に
成立
した
、住

民
登
銀法
施
行
に
伊
う
人
口世
帯
数
闘

べ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
引
揚
者
達
を
含

め
て
、世
帯
数
五
二
九
戸
、
人
口
三
、
 

二
三
七
人を
数
え
、人
ロ
の過
剰を
訴

え
る
に
至
つて
い
る
の
で
あ
る
。
 

昭
和
三
十年
三
月
一
日
、新
金
奇
の

一部
と
して
町
村合
併
を
み
た
後
に
お

い
て
も
、こ
の
基
本
的性格
に
お
いて
 

は
、大
き
い
変
化
）
鷺ち
わ
れ
て
いな
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「
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●
“
議”
編
麟
 
」
難
響
醸
難
准
 

蹴
難
難
繰
響

、ん
 

轟
響
」」
 

織
難
一
れ
 

議
灘
叫
 

繊
難
護
 
 
、
 

二
三
で

一り
 
 
紀
 

灘
杯
 

）

一
 

J」
ア

二が
 

選
 

ど
 
)
 

い
し
、ま
た
その
段階
で
は
な
い
が
、
 

今
後
いか
な
る
形に
お
いて
、
こ
の
地

に
行
政
力
が
結果
し
て
ゆく
か
、そ
こ

に
期
待を
よ
せ
な
い
わ
け
に
い
か
な
い

の
で
ある
。と
に
か
く
、山
に
あ
け
、
 

山
に
暮
れ
て
いく
喜
良
市
と
い
・
風
下

村
の
性
格は
、
こ
の
場合
に
お
い
て
も

依
然
つ
い
て
まわ
る
こと
は
必
正
で
あ

る
。
 

こ
フ
して
山
との
間
に
、深
い
つな
が

り
の
ある
村
人の
、山
と
む
す
び
つく

た
め
の
組織
は
、今
日
ど
ん
な
形
をも

つ
て
い
る
の
で
あろ
う
か
。
 

そ
の
条件
は
、官
材
と
し
ふ
〈り
田
さ

れ
る
もの
は
さて
おき
、
喜
良
市
村
民

の
収
入
と
なる
も
の
は
、
大
ま
か
に
い

つ
て
、薪
と
して
一
、O
O〇
乃
至
一

五
〇
〇タ
ナ
。木
炭と
し
て
一
大
、〇
 

O
〇
俵
。
丸
太
と
して
三
、〇
O
O石

小
切
木
と
して
一
五
O
タ
ナ
。立
木
と

し
て
一
、五
〇〇
石
位
が
村外
に
移出

さ
れ
て
いる
よ
うで
あ
る
。
 

そ
の
ほ
か
に
金
木の
貯
木
場
か
ら払
下

げ
られ
る
残
木
、萩
林
労
務
者
と
して

の
瞬責
等
を
加算
す
る
と
、か
な
り
な

額
に
逮
して
い
る
こ
と
が
わか
る
。
 

ま
さ
に
山
を
中
心
とする
止清
が
あ
つ

て
、農
葉
は
ま
つた
く
自
家消
費
に
つ

い
やさ
れ
る
、
と
い
う
事
柄が
、そ
の

ま
ま
、当
て
はま
つ
て
いく
よ
う
で
あ
 

る
。
 

愈
下
次
号）
 

大
切
な
敗
産

を
 

火
災
か
ら
守
リ
ま
し
ょう
 

－4で一

凸

ト

皇.‐

｡■

ーー

Lｰ

『
叩

I

一

！


